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一 般 演 題
１．神経系細胞のトリブチルスズに対する耐容量は分化
に伴って変化する
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【結 果】 EGF応答性の神経幹細胞は, 10％FCS存在
下で 48時間培養することで,成熟アストロサイトの
マーカーである GFAPを強く発現するようになった.神
経幹細胞は 500 nM以上の TBTに 24時間曝露すること
でほぼすべてが死滅するのに対し, GFAP強陽性の細胞
は TBT濃度が 1000 nM以上でも細胞の生存が認められ
た. 神経幹細胞数の増加は TBT濃度に依存して変化し,



























PCBを 0.05または 0.5mg/kg b.w.の濃度で,妊娠 10日
目から 18日目まで 1日おきに投与した.授乳期曝露条
件では,母獣にOH-PCB 106を 0.05または 0.5mg/kg
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細胞質型チロシンホスファターゼ Shp2は, 2つの
SH2ドメインとホスファターゼドメインから構成され,
組織普遍的に発現する.Shp2はチロシンリン酸化依存的
に SH2ドメインを介して基質分子と結合し, 活性化す
る.これまでの研究により, Shp2は細胞増殖因子やサイ
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